様式例第13号の17 
利用権の裁定通知書
 番 　　　　　　　　号 
年 　　月 　　日 

主たる事務所の所在地 

農地中間管理機構の名称及び代表者氏名　殿 

都道府県知事　　

 　　年 　　月 　　日付けで農地法第41条第１項による所有者等を確知することができない農地を利用する権利の設定に関する裁定の申請のあった下記農地について、同項の規定により利用する権利を設定する裁定をしたので、同条第３項の規定に基づき通知します。

記
１　農地の所在等
	　　　　所在・地番
	　　　地目
	面積（㎡）

	
	
	


２　農地を利用する権利の内容等
	内容
	始期
	存続期間
	借賃に相当する補償金の額

	
	
	
	



３　当該農地を利用する権利が設定された農地中間管理機構の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

４　当該農地の所有者等の情報

５　補償金の支払の方法 
当該農地を利用する権利の始期までに○○（地方）法務局（○○支局、○○出張所）に補償金を供託してください。

６　その他 
補償金を供託したときは、供託書正本の写しを都道府県知事に提出してください。

（記載要領） 
１　権利の存続期間は40年以内とする。
２　記の４の「当該農地の所有者等の情報」には、農地法第32条第３項（同法第33条第２項において準用する場合を含む。）に基づく公示（様式例第13号の３‐１）の情報等を記載する。

